
５．海面上昇に対応した総合的な取り組みの展開 

（１）海面上昇への戦略的なシステムの構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①地球温暖化による
   海面上昇量の観測
 ②地盤変動量の効果
   的な測定
 ③データ整理手法の
　 確立と観測・監視
　 体制の充実
 ④適切な予測の実施

海面上昇への戦略的なシステムの構築

 海面上昇量の継
 続的・定量的な
 把握及び予測

　沿岸域に関係する諸施策への海面上昇の影響と対策の反映

沿岸域における諸施策との連携

【施設を中心とした対策】

《具体例》
・海岸、河川堤防等の新
　設、嵩上げ等
《特　徴》
・継続した土地利用が可能
・自然環境等への影響あり

【土地利用の変更等を
     中心とした対策】

《具体例》
・建築様式の変更、土
　地利用の制限等
《特　徴》
・被害の軽減効果が大
・社会経済的な影響大

【防災体制の充実等を
　　　　　中心とした対策】

《具体例》
・ハザードマップ、防災スー
　ションの整備等
《特徴》
・短期かつ低費用で対応可能
・被害の軽減効果が不確実

地域特性

自然条件

費用対効果

施設整備
状況

適切な組み合わせによる効果的な対応策の検討

 関 係 機 関 の 連 携 に よ る 対 策 の 実 施

国　　 民　　 の　　 合　 　意　　形　　成

 全国的な情報集約及
 び情報発信に関する
 仕組みづくリ

情 報 公 開

パブリック・インボルブメント等の実施

海面上昇に対する対策の必要性について国民の認知

 ①海面上昇量の観測値
   及び予測値
 ②海面上昇による国土
   保全･環境･利用への
   影響

海面上昇に関わる諸
データの情報発信 国民に対する海面上昇による危機意識の啓発

提示 見直し

図 5.1 戦略的なシステムフロー図 
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（３）適切な対応策を実施するための海面上昇の継続的・定量的な把握及び予測 

 １） 潮位の観測値に含まれる種々の要因 

 

表 5.1 潮位観測施設で得られるデータに含まれる要因の例 

要  因 変動 期間 現  象 

地盤変動  

プレートの隆起、沈降などによ

る地殻の変動 
大 

長期間 

短期間 

・地域的な変動 

・連続的な現象 

・突発的な現象（地震、火山活動）

地盤沈下 大 長期間 
・地域的な変動 

・連続的な現象 

水位変動  

地球温暖化による海面上昇 小 長期間 
・全域的な変動 

・連続的な現象 

大気圧の季節変化 大 短期間 
・季節的な変化 

・一時的現象（台風等） 

海水密度の季節変化 大 短期間 
・季節的な変化 

・地域的な変動 

海流の変化 大 短期間 
・地域的な変動 

・一時的現象（黒潮等） 

風 小 短期間 

・季節的な変化 

・地域的な変動 

・突発的現象（台風等） 

降雨 小 短期間 

・季節的な変化 

・地域的な変動 

・突発的現象（台風等） 

プレートの沈降による地球内部

への海水の取り込み 
小 長期間 

・全域的な変動 

・連続的な現象 

 
（地盤変動には地殻変動・地盤沈下など、水位変動には温暖化以外に大気圧・海水密度・海流・

気象などの要因がある。また、表の例以外に地軸や太陽・月等の天体軌道の変動も水位変動に影

響してくる。地球温暖化の影響による純粋な海面上昇量を把握するには、地盤変動を踏まえた相

対的な水位を把握する必要があるほか、温暖化以外の影響による水位変動も考慮する必要があ

る。） 
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２） 施設を中心とした対応策 
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 ① 施設の計画や耐用年数を踏まえた効率的な整備の推進 

 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（各施設の整
図 5.3(1) 名古屋地区の整備状況（海岸・河川・下水道施設
備状況（供用開始年次）を 10 年刻みで表示した。） 
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 ） 

（各施設の整備状況
図 5.3(2) 名古屋地区の整備状況（港湾施設
（供用開始年次）を 10 年刻みで表示した。） 
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３）土地利用を中心とした対応策 
 

 

 

海水面の上昇

堤防

堤防

建築形態の変更
（嵩上げ、ピロティ形式等）

【建築形態の変更の例】

 
 

海水面の上昇

土地利用の変更
（居住地域→緩衝地）

砂浜

緩衝地

【土地利用の変更・制限の例】

内陸への移転

災害多発予想区域
への土地利用制限

 
図 5.4 建築形態や土地利用の変更による対応策
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